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 科目名 地域・在宅看護論演習         授業方法:  演習・講義 

単位数・時間数 1単位・３０時間 対象年次    3 

担当教員 下村あい・橋本まゆみ・森本京介 実務経験の有無    有 

【授業の概要】 

在宅看護にかかわる保健福祉制度を理解し、実際にどのように運用されているかを学ぶ。また、在宅ケ

アにおける連携の重要性とその実際について学ぶ。 地域・在宅看護論Ⅱで学んだ技術を実践場面で活用で

きるよう、在宅での看護援助が導き出せるようなアセス メントと思考過程を修得する。さらに在宅にある

ものを用いた看護用品を工夫し、在宅看護に特徴的な看護の創意工夫について学ぶ 

  

【授業の目的】 

在宅療養者及び家族の健康上の問題や利用可能な社会資源をアセスメントし対象に応じた計画の立案、

在宅で生活する対象が安心して療養生活を送ることができる援助方法・看護の知識・技術を学ぶ。また、

在宅看護活動における基本的な態度を養う。 

 

【到達目標】  

在宅での看護を展開していくための処置の方法や、在宅での看護過程の展開について、その方法を理解

し、実践していくための基礎的な知識、技術を習得することができる。 

 

【授業計画】 

回 項 目 授 業 内 容 備考 

1 事例展開 

①【療養を支える看

護技術】 

実習で用いる書式を使用しながら、事例

展開を行う。 

療養を支える看護技術を考え、実践する 

事例展開し指定日までに提出する 

2  

3  

4 

②【模擬訪問】 訪問時の姿勢と態度 

1）訪問看護の目的と役割 

2）訪問看護における看護過程の特徴 

3）訪問看護における記録の意義と記載

時の留意点  

 

5 

③【情報収集】 情報収集の視点 

（ＩＣＦの概念を適応した情報の把握、

ＡＤＬ・ＩＡＤＬへの視点） 

 

6 

④【療養者・環境・

家族・社会資源のア

セスメント】 

以下の視点を参考にシミュレーション

状況からアセスメントする 

(1）活動の制限と生活行為への支援  

(2) 在宅での移動・移乗の特徴  

(3) 住まい・生活環境のアセスメント 

(4) 補助具、移動、移送について 

(5) 住宅改修 

 

7 ⑤【地域資源の探索】

事例の療養者が活用

できる地域資源につ

いて調べる 

四万十市の地域資源を調べ、必要な資料

を準備する。どのようにすれば活用でき

るのかを具体的にまとめる 

 

8  

9 
 

10 

⑥【模擬面談】 

療養者と家族の意思

確認 

模擬面談を通して、療養者と家族の意向

を確認し、今後の支援計画を検討する 

 

11 ⑦【支援計画】   

12 ⑦【支援計画の共有】   
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13 くらしを支える看護

の本質、今後の発展 

くらしを支える看護の役割について、こ

れまでの学びを統合する 

 

14  

15 試験 筆記試験  

【メッセージ】 

看護過程の展開では、慢性呼吸器疾 患のある療養者の看護について展開していく。在宅酸素機器の実際（機

器の特徴、使用方法、日常生活上の 留意点などについて）は、教科外活動で実際の機器を用いて学習する。 

講義開始までにこれらの解剖・生理、疾患、検査・治療・看護について学習して臨んでください。 

 

【評価方法】 

 筆記試験 100％ 

 

【教科書】 

  在宅看護論 ①地域医療を支えるケア ②在宅療養を支える技術 メディカ AR 

 写真でわかる 訪問看護 アドバンス (インターメディカ) 

 

【参考図書】 

 場面でまなぶ 在宅看護論  （メディカ出版） 

 地域療養を支えるケア （ナーシング・グラフィカ） 

よくわかる在宅看護 (Ｇａｋｋｅｎ) 

家族看護を基盤とした在宅看護論 

プリンシプル在宅看護学 
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科目名 小児看護援助論演習                   授業方法： 演習・実技 

単位数・時間数 １単位・30 時間 対象年次 ３ 

担当教員 中川 香居・黒岩 由香・森本 京介 実務経験の有無 あり 

授業の概要】 

  こども観や小児看護の歴史的変遷、小児看護の機能と役割の理解をふまえて、こどもと家族の健康を

維持するための理論、小児保健行政の動向と対策、小児保健活動の実際について学ぶ。 

【授業の目的】 

 1．こどもの成長発達について、各発達段階における形態的成長、機能的発達、認知・運動・言語機能等 

の発達の視点から理解するとともに、成長発達に関連する代表的な理論を学び、成長発達過程にある 

こどもの身体的・心理・社会的特性を理解する。 

2．健康なこども、健康問題や障害をもつこどもとその家族が健やかに成長発達できることを支えるため 

の、法律、保健・医療・福祉制度について理解する。 

3．現在のこどもと家族を取り巻く環境や、健康問題や障害がこどもとその家族に及ぼす影響について理 

解し、小児看護に求められる役割と基本的な技術を修得する。 

【到達目標】 

 １．小児看護の理念・目的・目標と役割について説明することができる。 

２．小児の保健衛生統計、小児保健行政の動向と対策、小児保健活動の実際について説明することがで 

きる。 

３．小児の保健、医療、福祉に関する法律や制度について説明することができる。 

４．こどもの権利について理解し、小児医療における倫理的課題や権利擁護における看護師の役割を説 

明することができる。 

５．小児各期の成長と発達および発達課題を理解し、発達段階に応じた生活の援助について説明するこ 

とができる。 

６．こどもを取り巻く環境とこどもの安全を守る方法を説明することができる。 

７．健康障害がこどもと家族に及ぼす影響を説明することができる。 

８．小児期から慢性疾患や障害をもつこどもとその家族を取り巻く課題や小児看護の役割を説明するこ 

とができる 
９．虐待等特別な状況にあるこどもについて、家族や社会の特徴を理解し、こどもの医療や福祉に携わ 

る専門職の役割を説明することができる。 

１０．小児看護の実践に用いる基礎看護技術の基本を理解し、実施することができる。 

 

【授業計画】 

回 項 目 授 業 内 容 備 考 

１ 

２ 

絵本の読み聞か

せの演習 

一人ひとりが、園児（２歳～５歳児）への 

読み聞かせをする。 

※絵本は各自準備

する。 

３ 

４ 

５ 

グループ学習 

 

保育所での乳幼児と保育士とのコミュニケーシ

ョンの様子を振り返り、考察する。 

 

６ まとめ発表 各保育所に分かれての発表  

７ 

８ 

演習 バイタルサイン測定  

９ 

10 

演習 問診、診察の介助 

遊びとプレパレーションの媒体 
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11 

12 

演習 検査・処置  

13 

14 

グループ学習 外来での実習を振り返り、考察する  

15 まとめ発表 各実習グループに分かれての発表  

【評価方法】 

  授業態度や出席日数、提出物などから総合的に判断する。 

【教科書参考書】 
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科目名 母性看護援助論演習                   授業方法: 演習・講義 

単位数・時間数 1単位 30時間 対象年次    3 

担当教員 橋本まゆみ・中川 香居・下村あい 実務経験の有無    有 

  演 習【授業の概要】 

 母性看護は、女性のリプロダクティブ・ヘルス/ライツの観点から、母性の健康の保持増進と次世代を生

み育てる機能が健全に発揮できるよう、対象の身体的、心理・社会特性について多面的に理解し、健康へ

の支援に必要な知識および技術が求められる。学内でくり返し練習、イメージトレーニング、ロールプレ

イ演習を行い、実践の場で安全・正確・安楽な技術を提供するための実践と直結した演習である。 

 

【授業の目的】 

 妊娠・分娩・産褥の期間をとおして、母体および胎児・新生児の健康を維持・増進，および異常の早期

発見と予防ができるよう援助するために必要な基本的援助技術を学ぶ。また、健やかな母子の生活を支援

するための地域包括ケアシステムについて知識を深める。 

 

【到達目標】 

1．安全な沐浴を行うための技術を修得することができる。 

2．妊婦健診で用いる看護技術を修得することができる 

3．妊娠期・分娩期・産褥期および新生児のアセスメントと基本的な援助技術を修得することができる 

4．母子保健における地域包括ケアシステムのあり方を述べることができる 

5．乳幼児健康診査の意義と役割を述べることができる 

 6．母子愛着形成の促進および保育者同士のつながりを促進するための企画を立案することができる 

 

【授業計画】 

回 項 目     授 業 内 容 備考(予習・復習内容) 

１ 
沐浴技術の確認試

験 

2 名で母親への沐浴教育を行う。 

1名は児を入れ、1名は説明を行い OSCE

沐浴技術試験で評価する。 

【予習】2 名で協力し、沐浴教育の練

習を繰り返し行う。 

２ 
【復習】振り返りシートに自己の教育

内容を振り返り期日までに提出する。 

3～5 
妊娠期のアセスメ

ントと援助技術 

1．ベッドまでの誘導方法 

→排尿確認、問診、血圧確認、体重計

測、ベッドでの体位、羞恥心への配慮 

2．母体計測(子宮底長，腹囲) 

3．レオポルド触診法 

→胎位・胎向を診断する 

4．NST 装着法 

→胎位・胎向に合わせた装着場所の確

認、NST の判読法 

5．内診台の介助 

【予習】 

1．妊娠期の国家試験問題を解いてくる 

2.妊娠期の事前課題（穴埋め、事例の

アセスメント） 

 

【復習】 

1.妊娠期のアセスメント再提出 

2.妊婦健診に用いる技術練習 

・目標の立て方 

・妊娠期のシミュレーション学習 

・事例の解説 

 

 

6・7 
妊婦健診技術の確

認試験 

看護師役 1 名、母親役 1 名となり OSCE

妊婦健診技術試験で評価する 

【予習】2 名で協力し、妊婦健診にか

かわる一連の手技の練習を繰り返し行

う。 

  
 【復習】振り返りシートに自己の教育

内容を振り返り期日までに提出する。 
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8～

10 

分娩期のアセスメ

ントと基本的な援

助技術 

・目標の立て方 

・分娩期のシミュレーション学習 

・事例の解説 

・産通緩和ケアの実践 

 

【予習】 

1．分娩期の国家試験問題を解いてくる 

2.分娩期の事前課題（穴埋め、事例の

アセスメント） 

 

【復習】 

1.分娩期のアセスメント再提出 

2.分娩期の目標・観察項目の再提出 

11・

12 

 

産褥期の 

アセスメントと 

基本的な援助技術 

・目標の立て方 

・産褥期のシミュレーション学習 

・事例の解説 

・子宮底の観察と子宮底輪状マッサー

ジ 

・乳頭・乳輪マッサージ乳房トラブル 

・授乳姿勢(抱き方、ラッチオン、乳頭

の含ませ方、排気) 

【予習】 

1．産褥期の国家試験問題を解いてくる 

2.産褥期の事前課題（穴埋め、事例の

アセスメント） 

 

【復習】 

1.産褥期のアセスメント再提出 

 

13・

14 

新生児の 

アセスメント技術 

・新税児に行われる処置 

・生理的黄疸、生理的体重減少 

・バイタルサインの測定技術 

・新生児の全身観察 

・身体計測技術 

【予習】 

1.教科書 QR コードで技術の確認と手

順書を書く 

2.産褥期の国家試験問題を解いてくる 

3.産褥期の事前課題（穴埋め、事例の

アセスメント） 

【復習】アセスメントと手順書へ不足

分を追記し再提出 

15 

母子保健における

地域包括ケアシス

テムのあり方 

・母子保健の動向 

・四万十市における地域包括ケアシス

テムの実際<妊娠・出産包括支援事業、

母子保健センター、ファミリーサポー

トセンター> 

【予習】レポート課題 

「地域で母子を支援するための地域包

括ケアのあり方と看護職の役割」 

【復習】実習事前学習として、四万十

市の母子保健概要をまとめる 

16 
乳幼児健康診査の 

意義と役割 

・乳幼児健診で取り扱う健康課題 

・健やか親子 21 

・健やかな次世代を継承することを支

援するとは 

【予習】乳幼児健康診査について調べ

てくる 

【復習】実習事前学習として、乳幼児

健康診査の概要をまとめる。 

【メッセージ】 

・レポート等に使用した資料は、すべて手元に保管しておきましょう。実践的な技術修得は何度も練習しな

ければ身につきません。時間を見つけて練習を繰り返し、必要な知識と技術を身につけてください。 

【評価方法】 

 筆記試験 80%,課題 20% 

【教科書】 

森 恵美，他編：系統看護学講座専門分野Ⅱ，母性看護学概論，2020，医学書院 

末岡 浩，他編：系統看護学講座専門分野Ⅱ，成人看護学〔9〕女性生殖器，2021，医学書院 

 有森直子、他編：母性看護学Ⅱ質の高い周産期ケアを追求するアセスメントスキルの習得第 2版，2020，

医歯薬出版株式会社 

荒木奈緒，他編：ナーシング・グラフィカ母子看護学 母性看護技術第 4版，2019，メディカ出版 

岡庭 豊，病気がみえる vol.10産科第 4版，2019，メディックメディア 

【参考図書】 

 厚生労働統計協会：厚生の指標 増刊 国民衛生の動向第 66巻第 9号，厚生労働統計協会，2019 
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科目名 精神看護援助論演習          授業方法:  演習・講義 

単位数・時間数 1単位・30時間 対象年次     ３ 

担当教員 山下 美登世・森本京介・黒岩 由香 実務経験の有無     有 

【授業の概要】  

紙上事例を展開させ、こころに障害を持つ対象への看護や、社会資源を活用した退院支援について学ぶ 

ことができる。また、対象を理解したうえでレクリエーションを企画し実践につなげていく 

 

【授業の目的】  

１．精神に障害を持つ患者のこころと行動を総合的に理解する 

２．精神障がい者に対する人権擁護の重要性を理解する 

３．生活者としての精神障がい者を理解する 

４．患者との関わりを通して接近の技術を学ぶ 

 

【到達目標】   

１．精神障がい者の病態を理解し、患者の心身の変化と全体像を説明することができる 

２．精神症状が日常生活に及ぼす影響を説明することができる 

３．精神障害状態にある患者への接し方を述べることができる 

４．患者の日常生活が安全に過ごせるように配慮した計画を立案できる 

【授業計画】 

回 項 目     授 業 内 容 備考（予習・復習内容） 

１ 疑似体験 バーチャルハルシネーションを活用し 

幻聴の疑似体験をする 

また、感じたことについてグループワーク 

プロセスレコードとは 

国家試験問題（50問程度） 

イヤホンなどの準備 

２ 講義 

心構え・接し方 

渡川病院からメッセージ DVD視聴 

精神障害を持つ患者との接し方の工夫 

国家試験問題（50問程度） 

プロセスレコードを 1 例記入

し提出する 

３ 講義 

心構え・接し方 

良い所を探す視点を養う 

エンディングノートについて 

リフレーミングとは 

国家試験問題（50問程度） 

 

４ 看護展開 事例展開 4 つの疾患について看護過程の展開

（1号紙・個人活動） 

 

５ 看護展開 事例展開 4 つの疾患について看護過程の展開

（1号紙・個人活動） 

 

６ 看護展開・GW 事例展開 看護過程の展開 

グループ内で看護の方向性について発表し、グ

ループとして看護の方向性を考え関連図を作成

する（全員で模造紙に） 

 

７ 看護展開 事例展開 看護過程の展開発表と模擬カンファ

レンス 

 

８ プロセスレコー

ド 

プロセスレコードカンファレンスを実施  

９ レクリエーショ

ン 

精神科におけるレクリエーションの企画・準備  

10 レクリエーショ 精神科におけるレクリエーションの準備  
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ン 

11 レクリエーショ

ン 

レクリエーション発表会  

12 レクリエーショ

ン 

レクリエーション発表会  

13 DVD視聴 DVDでよりイメージを広げる  

14  精神に関する映画視聴後感想文記入  

15 筆記試験   

＜メッセージ＞イメージしにくい精神科ですが、代表的な事例を通して看護展開を行い、グループごと

にレクリエーションを企画し、模擬を実施してみましょう。仲間との協力姿勢を持ち、効果的なレクリ

エーションの企画を期待しています。まず、自分達が楽しむことが大切です。また、自己を振り返る事、

他者の良い所を探せる力を伸ばしていけることを目指しています。  
【評価方法】筆記試験８０％・授業態度１０％・出席状況１０％ 

【教科書】 南江堂 精神看護学Ⅱ 

【参考書】 医学書院 精神看護学①精神看護の基礎②精神看護の展開 
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科目名 臨床看護実践演習           授業方法: 演習・講義 

単位数・時間数 2単位 60時間 対象年次     ３ 

担当教員 森本京介・橋本まゆみ・山下美登世 

中川香居・下村 あい・黒岩 由香 

 

実務経験の有無 

              

有     

 

【授業の概要】 

医療の現場は医療の発展とともに複雑かつ多様化し、看護職者の役割が大きく拡大しつつある。また、

看護実践では、専門的知識・技術・コミュニケーションの３つを駆使した高度な実践が求められている。

看護実践者としては、時代や医療環境の変化を受け止め、患者の生活を守る専門職としてぶれない軸をも

ち、さらにマネジメント力を身につけ、より安全に専門性の高い職務を全うするために医療安全の基本的

知識の修得は基より、安全なケア環境を提供する能力、危険を認識する能力を養う必要がある。 

看護はサービスの対象が人間、それも疾病や障害、苦痛を心身にもつ患者である。医療職ほど、わずかな

間違いでも対象の傷害に直結する職業はない。よって、どの過程においても確かな知識と技術とともに対

象の安全を最優先する看護の提供が求められる。しかし、看護師は「業務中断」「時間切迫」「多重課題」

といった、ヒューマンエラーを誘発する要因に常に囲まれており、危険とプレッシャーにさらされる中で、

看護を実践していることが指摘されている。本単元は、「臨床に即した実践的な考え方に基づくマネジメ

ントと医療安全」「学生が卒後業務をイメージできる」よう、統合実践実習に通ずる事前・後演習である。

統合実践実習の目標は、これまでに培った知識や技術を統合して、対象の状況に応じた看護を行うこと、

すなわち看護実践能力を身につけることである。そして、統合実践実習後は、専門職として研鑽し続ける

基本能力を養うため各自が振り返り、自己の課題を明確にすることで、卒業時の実践能力向上を目指す。 

 

【授業の目的】 

臨床実践に近い形で実際の看護業務遂行を疑似体験し、状況判断の重要性と看護実践の安全性を学習し、

臨床に適応できるように知識と技術の統合を図る。また、医療安全の根幹となる安全な医療やケアを提供

するための原理・原則の遵守、ノンテクニカルスキル、失敗から学ぶ姿勢、レジリエンス力の習得を目指

すため、時間管理、多重課題、優先度の決定などのより実践的な看護を学び、看護チームとしての連携が

必要となることの理解へ繋げ、自己の看護実践における課題を見出す。 

 

【授業の目標】 

1. 「人は間違いをおかす」存在であることを自覚し、自己モニタリングができる 

2. 看護実践に潜む危険性を査定できる 

3. 対象の日常生活援助において危険回避の方策を考え、実践できる 

4．チームの一員であることを念頭に SBARでの報告方法を理解し、正確に報告することができる 

5. 医療に潜む危険性を回避するために他職種に必要な情報を提供することができる 

6．多重の問題を持つ患者の援助計画が立案できる 

7．複数患者の疾患を理解して優先順位を考えた行動計画を立案しその根拠を医療安全の視点で説明できる 

8．看護実践中に起こった突発的事象に対して、チーム連携の視点で看護の実践を振り返ることができる 

9．統合実習に向けた自己の課題を理解して、ゴール（目標）が見いだせる 

 

【授業計画】 

回 項 目 授 業 内 容 備考(予習・復習) 

１ 安全な看護ケア

を提供する際の

留意点 

１）実習への向き合い方 

２）医療安全に対する責任と義務 

３）看護学生のヒヤリハット事例 

【復習】“これまでの実習で体験し

たヒヤリハット”課題を提出する 
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2 危険予知 

トレーニング 

１）リスクアセスメント力を身につける

ための KYT活動 

【複数患者受け持ちを想定した実践的事

例展開】 

臨床を想定し①多重課題②時間切迫③業

務中断を体験する。 

グループディスカッションを行い危険予

知と対応方法について検討する。 

【予習】 

最近の医療事故に関する新聞記事

を調べ、感想をレポート用紙 1枚に

まとめる。新聞記事と共に提出す

る。 

【復習】 

授業の感想を指定の用紙に書いて

提出する(期日は授業中に伝える) 

3 

４ 組織としての医

療安全対策 

１）医療安全推進のための取り組み 

２）システムとしての事故防止の具体例 

３）医療事故調査制度の概要 

【予習】なし 

【復習】統合実習に向けて組織とし

ての医療安全体制および実習施設

の取組みを調べてまとめる。 

5 医療事故から学

ぶことの大切さ 

１）DVD視聴（KYT） 

２）視聴したのちグループディスカッシ

ョン 

３）自己の考えをまとめる 

 

6 

7 SBAR について学

ぶ 

１）コミュニケーションエラーを防ぐ 

“SBAR(状況・背景・評価・提案)の基礎” 

２）SBARの実践と臨地実習での活用 

【復習】 

実習場所で実践し活用する 

8  ・看護における状況判断と実践能力 

技術の安全性、効率的な実践 

状況判断能力の重要性 

【予習】事例について疾患、症状、治

療に対する事前学習 

【復習】・2 人の患者の状態から優先

度を判断し、行動計画立案を行う 

9 看護教育の変遷 ・現在求められる看護とは 

・社会情勢 

・新人看護師の離職率 

・新人看護師の離職理由 

【予習】事例について疾患、症状、治

療に対する事前学習 

【復習】・2 人の患者の状態から優先

度を判断し、行動計画立案を行う 

10 1日の業務の組み

立て 

・複数事例を用いた看護アセスメント 

1）2 人の患者の行動計画を立案。 

・状況判断/優先順位/時間的配分/安全安楽

を考慮したケアのマネージメント 

2）行動計画発表 

意見交換し、状況判断/優先順位/時間的

配分/安全安楽を考える 

【予習】 

・2 人の患者の状態から優先度を判断

し、行動計画立案を行う 

【復習】 

・事例について疾患、症状、治療に対

する事前学習の追加・修正を行う。 

・グループで話し合った結果をもと

に、自分の行動計画を追加・修正する 

11 

12 チームワークと

コミュニケーシ

ョン 

・多職種連携（看護師の役割） 

・看護チームでの情報共有 

・継続看護 

・看護サマリーの書き方 

提示された事例を基に、GW を行い短

時間で判断し、看護が提供で きるよ

う机上シミュレーションを行い、グル

ープでまとめる。 

14  サマリー発表 

意見交換/指導 

・看護師菅での情報共有、継続看護のため

に必要なサマリーの書き方とは 

【予習】2 名の患者の中間サマリーを

起債してくる 

【復習】 

意見交換した内容を修正する 

15 
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16 多重課題、突発事

象への対処 

DVD 視聴 

意見交換/発表/指導 

「よくある場面から学ぶ多重課題」 

１予定変更 

２複数の行為 

３複数の人との関わり 

【予習】 

医療安全での授業資料を再復習して

おくこと 

【復習】 

DVD の視聴、学びの中から自己の課題

を明確にし、A4１枚にまとめて提出 

17 

18 実践演習 

（優先度に合わせ

た看護実践） 

・実践演習（事例検討） 

１）客観的臨床能力試験（設問 OSCE） 

２）患者の状態に合わせた看護実践 

３）複数患者の優先度に合わせた看護実践 

・実践演習（事例検討） 

基本技術の振り返り/グループ間で評価し

ながら自己の技術力を確認する 

【予習】 

・事例について疾患、症状、治療に対

する事前学習の追加・修正を行う。 

・グループで話し合った結果をもと

に、自分の行動計画を追加・修正する 

【復習】 

・基本技術の振り返り/グループ間で

評価をもとに自己の技術力を確認す

る 

19 

20 技術演習 ・実践演習（２名の患者の看護実践） 

 

 

【予習】基本技術の手順・根拠につい

て再確認 

【復習】 

・基本技術の振り返り/グループ間で

評価をもとに自己の技術力を確認す

る 
21 

22 客観的臨床能力

試験（OSCE） 

・客観的臨床能力試験（OSCE） 

（２名の患者の看護実践） 

・卒業到達時に求められる能力をもとに、

評価をし、自己の課題を見出す 

【予習】基本技術の手順・根拠につ

いて再確認 

【復習】 

・基本技術の振り返り/グループ間

で評価をもとに自己の技術力を確

認する 

23 

24 

25 

26 客観的臨床能力

試験（OSCE） 

ふりかえり 

突発事象基本技術/グループ間で評価しな

がら自己の技術力を確認 

「自己の課題を明確にし、卒業時における

看護実践能力を向上させるためには」 

【予習】基本技術の手順・根拠につい

て再確認 

【復習】 

・基本技術の振り返り/グループ間で

評価をもとに自己の技術力を確認す

る 

27 実践演習 

・統合看護学実習

を終えての学びと

ふりかえり 

発表 

テーマ[医療職を選択することの重さと安

全努力の責務～自己の課題とこれからの取

り組み～] 

【予習】 

テーマに向けて、それぞれ発表できる

よう、準備しておく 

PPT によるプレゼンの準備 

28 

29 

30 試験 １）筆記試験 試験 

【メッセージ】 

・３年次は実習でさまざまな対象者と相対し看護を展開します。みなさんが対象者の安全を守る行動がと

れ、そして安全に実習を遂行できることができるよう常に意識づけを行います。そして、「してはならな

いこと」と「するべきこと」の根拠・理由を実習と連動させながら修得してください。 

・今まで学んできた知識と技術を統合し、臨床実践に近い形で学習します。チームの中の一員であること

を念頭に、報告・連絡・相談を行いながら、チームメンバーと連携し、自己の看護の実践を振り返り、自

己の課題を明確にしましょう。 

 

【評価方法】 

筆記試験 50%、技術試験 30%.授業態度 20％で総合的に評価する。 
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【教科書】 

看護実践マネジメント/医療安全,メヂカルフレンド社,2020 

 

【参考図書】 

石川雅彦，斉藤奈緒美:リスクアセスメント力が身につく 実践的医療安全トレーニング第 1版，医学書院，

2016 

小林美亜，他編:看護学テキスト統合と実践 医療安全 改訂第 2版，学研メディカル秀潤社，2018 

川村治子:系統看護学講座 統合分野 医療安全 看護の統合と実践第 4版，医学書院，2018 

任和子，他編:系統看護学講座専門分野Ⅰ 基礎看護学[3]基礎看護技術Ⅱ 第 17版，医学書院，2019 

岡庭豊，他編:看護がみえる vol.1基礎看護技術第 1版，メディックメディア，2018 

系統看護学講座 基礎看護学[2][3] 基礎看護技術 Ⅰ・Ⅱ 医学書院 

参考文献 看護 OSCE 中村 恵子 メヂカルフレンド 指定教科書の全体 評価 課題レポート及び客観的臨床能

力試験（OSCE）実施により評価する （課題への取り組み状況等を評価時の参考に加える） 
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科目名 卒業研究               授業方法:  講義･演習 

単位数・時間数 1単位 30時間 対象年次      3 

担当教員 山下美登世・橋本まゆみ・中川香居 

下村あい・森本京介・黒岩 由香 

実務経験の有無      有 

 

【授業の概要】 看護専門職の目標は、患者に提供される看護サービスの効果を最大限にすること、すな

わち質の高い看護を提供することにあると言える。そのために、看護に対する日々の看護実践を振り返り、

具体的な看護ケアに関する‘疑問’や‘問題意識’に目を向けることが大切である。本単元では、看護へ

の探求心を育み、看護職として暗黙知を形式智へと高めるための、手段と方法を修得するための礎となる

ことを狙いとする。 

 

【授業の目的】  

看護研究方法の基礎を修得し、自己の実践事例をケースレポートすることができる 

 

【到達目標】 

1．実践事例から看護になり得た、もしくは、看護になり得なかったと思えた事例を選択できる 

2．なぜ看護になり得たか、なぜ看護になり得なかったのか説明でき、研究素材を述べることができる 

3．素材化した事例を、研究の作法に沿って記述することができる 

4．ケーススタディにより、看護が取り扱う課題と問題に向けた解決・改善策を提示できる力を身につけ   

 る 

【授業計画】 

回 項 目 授 業 内 容 備考（予習・復習等） 

１ 

 

ガイダンス 

 

1）看護研究の学習方法の説明 

2）それぞれの一番印象に残っている看

護体験についてグループへ発表する 

【予習】「私の看護を振り返る」の用

紙を書き、授業時に持参する 

2 文献検討 

[文献レビュー] 

1）文献検索の方法について 

2）文献を検索してみる 

3）文献クリティークとは 

【予習】配布された文献を読み、要約

してくる。疑問点や気になる点を意識

しながら読んでみよう。 

【復習】自分の気になる文献を 3 つ探

し、指定の様式に沿って記載する。 

3 
研究計画書の

作成 

１） 自己の体験、先行研究をもとに

リサーチクエスチョンを明確化し研究

課題を決定する   

・研究の動機、目的・研究の意義 

2）倫理的配慮について 

【復習】研究テーマ、動機、目的、意

義を指定の様式に沿って記載し、期日

までに提出する。 

4 

・研究の作法

について 

 

論文作成 

1）論文の記述の原則、まとめ方を知る 

2）全体の構成 

 

1）[はじめに] 

【予習】配布された文献を読み、文献

の構成について考えてくる。 

[はじめに]にはどのようなことが記載

されているか調べてくる。 

【復習】授業中に終わらなかった部分

を仕上げ、期日までに提出する。 

5 論文作成 2)［目的］［方法］ 

【予習】[目的] と[方法]にはどのよう

なことが記載されているか調べてく

る。 

【復習】授業中に終わらなかった部分

を仕上げ、期日までに提出する 

6  3)［結果］ 
【復習】授業中に終わらなかった部分

を仕上げ、期日までに提出する 
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６  4）［考察］ 

【予習】もう一度、自分のテーマに関

連する文献をいくつか読み直し、必要

であれば探してくる。 

【復習】授業中に終わらなかった部分

を仕上げ、期日までに提出する。 

７  5）［結論］ 

【復習】何度も読み直し、本当に伝え

たいことを書けているか、だれが読ん

でも伝わる内容か、そして首尾一貫し

ているか確認を行う。 

８ 

グループ内 

発表 

グループ内で発表をし、アドバイスをも

らう。教員はファシリテーターを務め

る。 

【予習】グループ内で順序や発表形式

を決め、タイムスケジュール表を作成

し、提出する。 

【復習】ケースレポートに加筆修正を

加える ９ 

10 論文修正 
指摘事項を加筆修正し、論文を仕上げ、

授業終了時に全員提出する 
 

11 
‘研究とは’ 

ふりかえり 

ケースレポートを書いてみて、研究の意

義を振り返る。これからの課題を明確に

する。 

【予習】レポート課題あり。 

「なぜ看護研究は必要なのか」 

【復習】発表準備を重ねる 

13 発表準備 
1）冊子作成 

2）会場準備 
 

14 
学内発表会 発表する  

15 

メッセージ 
看護と向き合う大切な時間です。自分自身の看護を丁寧に振り返り、研究の第一

歩を踏み出しましょう。 

【評価方法】 研究論文、各授業時の提出物、態度で総合的に評価する 

【教科書】資料 

【参考図書】 早川和生：JNNスペシャル看護研究の進め方 論文の書き方，第 2版第 4刷，医学書院，2014， 

川村佐和子：看護研究，第 3版第 1刷，メディカ出版，2018. 
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科目名 看護管理               授業方法:  講義 

単位数・時間数 １単位・３０時間 対象年次  ３ 

担当教員 竹林 高子 実務経験の有無 あり 

【授業の概要】  

看護管理は、看護管理者だけでなく全ての看護職が看護活動を効率的,効果的,創造的に行うために必要

な能力である。看護管理の大きな特徴は、管理の目的が看護活動によって人々の健康と幸福に貢献すると

いうことにある。その為には、療養者と職員の人間性を尊重し、公共性に立脚して、組織経営における効

率性・競争性の折り合いをつける管理が求められる。看護管理には組織への視点とともに、組織を取り巻

く社会への視点が必要であり、より良い看護を行うには他者と共に活動すること、つまり協働が不可欠で

ある。各・専門職（コ・メディカル）間における協働・連携する能力を育成することは、看護組織メンバ

ーとしての効果的な活動、ケアや活動の中で感じた問題の改善、イノベーションの創出には組織理解が必

要であることに繋がる。そして、看護師自身の専門職としての成長は、看護管理の重要な要素である。組

織を構成し、看護活動を生み出す看護職員が健康で生き生きとやりがいをもって働くこと、そして看護専

門職に求められる能力を主体的に高めていくことが重要である。 

 

【授業の目的】 

各・専門職（コ・メディカル）間における協働・連携する能力を育成し、看護組織メンバーとしての効果

的な活動、ケアや活動の中で感じた問題の改善、イノベーションの創出には組織理解が必要であることを

学ぶ。 

このことは、看護管理は看護管理者だけでなく全ての看護職が看護活動を効率的,効果的,創造的に行う

ために必要な能力であることがわかり、最良の看護を患者・家族に提供するためにチームや組織、システ

ムを動かすために必要な看護マネジメント力についてを深く学ぶ。 

 

【到達目標】  

 １．自己の看護実践のマネジメントスキルを理解することができる 

 ２．リーダーシップとメンバーシップを理解することができる 

 ３．実践に活用可能な資源について理解することができる 

 ４．看護をシステムとして考えることができる 

 ５．医療と他産業の相違を理解することができる 

 ６．各・専門職（コ・メディカル）間における協働・連携の必要性を学び、多職種連携における看護師

の役割を説明できる 

 ７．看護に対する思考力を高める方法を理解することができる 

【授業計画】 

回 項 目           授 業 内 容 備考 

１  自身の人生の軌跡と今後の人生設計（ＳＷ／ＧＷ）  

２  人々の生活と看護活動の場面の変化  

３  看護管理とは  

４  組織の成り立ちと構造  

５  人間関係を構築するスキル（ＳＷ／ＧＷ）  

６  ストレスマネジメント（ＳＷ／ＧＷ）  

７  リーダーシップ① ＊リーダーシップの使い分け  

８  リーダーシップ② ＊意思決定と嫌われる勇気  

9  看護の質保証と看護管理  

10  看護経営の基礎  

11  生涯学習と成人学習者理論  

12  看護と関係法規（事前ＧＷ宿題の提出と発表）  
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13  7人の怒れる男（DVD視聴）  

14  7人の怒れる男（レポート・ＧＷ）  

15  テスト  

【評価方法】  

試験、課題レポート、ＧＷ参加度、出席状況、授業態度 

【教科書】 

 ナーシンググラフィカ 看護の統合と実践の看護管理 

【参考書】 

 「組織で生きる」 医学書院       「リーダーシップが面白いほど身につく本」 中経出版 

 「組織つくりとマネジメントの鉄則」 ＭⅭメディカ出版 

 「看護現場のストレスケア」 医学書院 

 「嫌われる勇気」 ダイアモンド社 
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地域・在宅看護論実習Ⅱ 

 
 科目名 地域・在宅看護論実習Ⅱ        授業方法: 実習 

単位数・時間数 ２単位・８０時間 対象年次     3 

担当教員 橋本まゆみ・下村あい・山下美登世・  

森本京介・中川香・森本京介・黒岩由香 

 

実務経験の有無 

                      

有    

 
Ⅰ．目的 

 療養者の住まいを拠点として療養者・家族の望む生活を理解し、多職種と連携をはかりながら、療

養者とその家族の、病気や障害にまつわるさまざまな問題への取り組みを支え、自ら望む生活を継続

できるよう支援するための基礎的看護実践能力を修得する。 

 

Ⅱ．目標 

１．在宅での暮らしを継続するための日常生活支援を実践することができる 

２．加齢や病いとともにある人と家族を支える支援方法について考察することができる 

３．幡多地域における保健・医療・福祉の連携及びケアマネジメントの実態について説明する 

ことができる 

４．幡多地域で取り組まれている「地域包括ケアシステムにおける在宅ケアの全体像と看護職の役

割」を説明することができる  

 

Ⅲ．実習方法 

１．実習単位数：2 単位(3 年次)80 時間 

 

２．実習時期及び期間 

  ４月８日(月)～ １０月４日(金) の間で 10 日間  

 

  ３．実習時間：８：３０～１７:００(実習施設により異なる) 

 

４．実習スケジュール（例） 

【1 日目】 

地域包括支援 

センター 

【2 日目】 

地域包括支援 

センター 

【3 日目】 

居宅介護支援 

事業所 

【4 日目】 

居宅介護支援 

事業所 

【5 日目】 

居宅介護支援 

事業所 

【6 日目】 

訪問看護ステー

ション 

【7 日目】 【8 日目】 【9 日目】 【10 日目】 

学内にて振り返

りまとめ 

※実習前オリエンテーション 2 コマ ・実習後まとめの会発表 2 コマ 

 

５．実習施設 

          場所 実習時期 

地域包括支援センター  四万十市 

3 年次 

居宅介護支援事業所  黒潮     ・ シーサイド 

  訪問看護ステーション 竹本病院訪問看護ステーション     

グリーンハーツ 

あったか渭南訪問看護ステーション 

 



19 

 

６．実習における留意点 

(1)服装は、学校指定のジャージ・室内(デイケア)ではナースシューズを着用する 

 それ以外はスニーカー(華美でないもの) 

(2)昼食は学生が持参し、指定の場所で休憩を取る 

(3)車は、指定の駐車場に縦列駐車・必ず駐車場許可書をボードに提示する 

 ※但しシーサイドは、汽車移動とする 

(4)訪問時マナーに留意し訪問を実施する 

 ①訪問時の挨拶と自己紹介 

 ➁丁寧な言葉づかい 

 ➂話しやすい雰囲気づくり 

 ➃傾聴的態度 

 ➄状況にあった笑顔で接する 

 ➅わからないことは素直にわからないと伝える 

 

（5）実習に関する記録物は所定の記録用紙を使用する 

 

地域包括支援センター  実習計画表 

通所介護施設 通所リハビリテーション・通所介護事業所記録 

居宅介護支援事業所  居宅介護支援事業所記録 

訪問看護ステーション 訪問看護記録・実習計画表 

 

（6）実習終了後、(翌週の水曜日) 実習に関する記録物と評価表・まとめのテーマ・レポートを 

提出する 

（7）実習記録物のシュレッター分：実習終了後 1週間以内 

◇レポート 

テーマ：幡多地域で取り組まれている「地域包括ケアシステムにおける在宅ケアの全体像」と 

看護の役割 

書 式：400字詰め(A４横書き)表紙を含めて 4枚以上  

PC使用が望ましいが無理なら原稿用紙で可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域包括支援センター】 

実習目的：地域包括支援センターの役割機能について学ぶ 

      

実習目標：地域で生活する人々の心身の健康の保持・増進及び総合支援のために地域包括支援セン

ターの役割を理解でき述べることができる 
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目標及び学習内容 

   目標   行動目標    学習内容    指導要綱 

１．地域で生

活する人々

の心身の健

康の保持・増

進および総

合支援のた

めに地域包

括支援セン

ターの役割

を理解でき

述べること

ができる 

１)地域包括支援セ

ンターの概要につい

て述べる事ができる 

 

２)地域包括支援セ

ンターの役割機能を

述べる事が出来る 

 

３)総合的、重層的な 

サービスネットワー 

クと多職種連携の看 

護職の役割を理解で 

きる 

 

➀地域包括支援センターの概要 

➁総合相談支援業務 

・地域におけるネットワーク構築業務 

・実態把握業務 

・相合相談業務 

➂介護予防ケアマネジメント業務 

・介護予防のしくみと事業サービス 

・介護予防ケアマネジメントの進め方 

・介護予防ケアマネジメントの事例 

・介護予防ケアプラン 

 介護予防事業(予防給付・地域介護事

業) 

➃権利擁護業務 

・虐待への対応 

・困難事例への対応 

・消費者被害の防止 

➄包括的・継続的ケアマネジメント支

援事業 

・包括的継続的ケアマネジメント体制

の構築 

・ケアマネジャーに対する個別支援 

➅認知症対策への推進 

 ・医療機関との連携 

及び支援体制 

 ・認知症予防施策 

➆地域ケア会議の推進 

 ・地域のネットワーク作り及び課題

の把握 

１．事前学習の提示・

不足分を指導し実習に

臨ませる 

 

２．実習オリエンテー

ションから地域包括支

援ステーションの概

要・法律・施策・業務

について理解できるよ

うに説明する 

 

３．対象者との関わり

方、注意点、支援方法

について考える機会を

提供する 

４．他職種との連携方

法やその重要性を理解

させ看護職の役割に気

づかせる 

 

５．まとめの会・方法・

内容については学生が

企画する 

 
＊同行する対象者には、

学生の実習について事

前に口答で了解を得て

おく 

 

 

【居宅介護支援事業所】 

 実習目的：総合的な介護サービスを提供する居宅介護支援事業所の役割を述べることができる 

 

実習目標：具体的な業務内容を理解し、関連サービス期間との連携方法及びその重要性を説明 

できる 

目標及び学習内容 

  目標    行動目標     学習内容   備考 指導要綱 

１．具体的な業

務内容を理

解し、関連サ

ービス機関

との連携方

法及びその

重要性を説

明できる 

1）居宅介護支援事業

所の役割機能を述べ

ることができる 

 

２)関連機関との連

携方法を述べること

ができる 

1.居宅介護支援事業所の

概要 

・介護保険制度(介護給

付と予防給付) 

・ケアマネジメントの方

法・役割 

・サービスの確保 

２．申請から利用時まで

居宅介護支

援事業所介

護保険につ

いて自己学

習をする 

１．事前学習の提示・

不足分の指導し実習に

臨ませる 

 

２．実習オリエンテー 

ションや実習を通して 

居宅介護支援事業所に 

関連する法律や施策・
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の手順 

・ケアマネジメント 

・介護サービスの種類

(一覧) 

・関係機関との連絡調

整 

担当者会議 

 ・サービス利用開始か

ら利用後の経緯 

・経過訪問と内容 

業 

務について理解できる 

よう説明する 

３．対象者との関わり

方、及び注意点、支援

方法について考える機

会を提供する 

４．他職種との連携方

法やその重要性を理解

させ看護職の役割に気

づかせる 

５．まとめの会・方法・

内容ついては学生が企

画する 
＊同行する対象者には、

学生の実習について事

前に口答で了解を得て

おく 

実習の流れ 

  項目                 方法 

学内オリエン

テーション 

１．在宅看護論実習目的・目標・内容・方法・記録・態度・注意事項・必要な学

習などに 

ついて説明を受ける 

施設オリエン

テーション 

１．各施設の概要・日程・注意事項など説明を受ける 

事前学習 １．居宅介護支援事業所地域実習の目的、目標をふまえて自己の学習課題を明確

にする 

実習の展開 

 

１．毎日の実習目標を明確にし、行動計画に記入し実習に臨む 

２．朝のミーティング参加時に実習目標・計画を発表する 

３．行動計画に沿って、指導者とともに行動し実習を行い、最終日まとめの会を

持つ 

４．移動(交通)手段については、指示にしたがう 

５．実習記録物は教員の指示した日時までに提出 

６．グループ内で居宅介護支援事業所で学んだことを話し合い、情報共有する 

実習記録 行動計画(毎日)・最終日は評価表・各記録用紙・行動計画・まとめのテーマ を

表紙・背表紙・黒紐でまとめて実習指導者に提出 

 

 

【訪問看護ステーション】 

実習目的：在宅で療養する対象とその家族を理解し、在宅看護が実践できる能力を習得する 

 

実習目標：１．訪問看護ステーションの役割・機能が理解できる 

     ２．在宅療養者、家族の生活状況と健康問題を理解し援助ができる 

      ３．訪問看護ステーションで基本的な看護技術を応用し、対象にあった援助ができる 

４．療養を継続して行う為に必要な社会資源の活用、並びに連携の実際を理解できる 

     ５．生活の場を拠点として行う看護の為の基本姿勢を身につけ、対象に対する倫理的 

配慮ができる 
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目標及び学習内容 

   目標   行動目標   学習内容   備考 指導要綱 

１．訪問看護ステー 

ションの役割、機能

が理解できる 

 

  

 

２． 在宅療養者、

家族の生活状況と

健康問題を理解し

援助ができる 

 

 

 

 

 

 

 

３．訪問看護ステ

ーションで基本的

な看護技術を応用

し、対象にあった

援助ができる 
 

 

 

 

４．療養を継続して

行うために必要な

社会資源の活用、医

療・福祉との連携の

実際を理解できる 

 

 

５．生活の場を

拠点として行う看

護の為の基本姿勢

を身につけ、対象

に対する倫理的配

慮ができる 

 
 

１)訪問看護ステー

ションの役割と機

能を述べることが

できる 

 

 

１)在宅で療養して

いる人と家族につ

いて説明できる 

 

 

 

２)アセスメントを

行い健康上の問題

を 

明確にできる 

 

 

 

１)身近にあるもの

を工夫・応用してい

く必要性がわかる 

 

２)対象とその家族

の反応をとらえ、コ

ミュニケーション

をとることができ

る 

 

１)社会資源の活用

方法を述べること

ができる 

 

２)他職種との連携

の必要性を述べる

ことができる 

１)療養者、家族の

価値観を尊重した

態度がとれる 

２)プライバシーの

尊重と守秘義務が

守れる 

 

 

①設置主体 

➁職員構成 

➂利用者の概要 

➃訪問看護ステー

ションの役割機能 

 

①在宅療養者と家

族の健康状態、生活

状態 

➁対象の療養経過 

対象の疾病、症状 

➂対象の生活行動、

生活環境、在宅療養

に対する反応 

➃家族の介護の実

態、生活状況、心理

状態 

 

①対象の生活に即

した援助の実際 

・日常生活 

・医療的処置 

・教育的指導 

 

➁評価 

 

 

①社会資源の活用

方法 

 

①他職種との連携 

(医師・理学療法

士・ヘルパー・ケア

マネージャー他) 

①療養者、家族の価

値観、自主性、自己

決定権を尊重した

態度 

①プライバシーの

尊重と秘密の保持 

・在宅に関する法

律、介護保険制度、

廃用症候群、慢性疾

患の特徴、家族看

護、各ライフステー

ジの特徴（発達課題

等）自己学習してお

く 

 

・療養者の疾病、症

状だけに目をむけ

るだけでなく人的、

物的環境にも目を

むける 

・アセスメントを行

い指導者に助言を

受ける 

・日常生活援助は、

指導者の下で実施

する 

・訪問するすべての

療養者に積極的な

援助ができるよう、

必要な情報収集や

学習をしていく 

 

 

 

・療養者を通して、

社会資源の活用に

ついて学ぶ 

・他職種との連携を

どのように行って

いるか学ぶ 

 

 

・礼儀正しい言葉使

い身だしなみに気

をつける 

・相手を尊重した態

度で接する 

・生活の場に訪問す

るため、プライバシ

ーを守り秘密の保

持を行う 

１．実習期間中の訪

問回数は、３～４回

のため意図的に情

報 

を取るように指導

する(訪問記録の活

用) 

 

２．地域で生活して

いる療養者の人的、

物的環境にも目を

向けさせる 

 

３．疾患や障害だけ

でなく、日常生活へ

の関心を持たせる

ように指導する 

４．在宅は家族の協

力が必要不可欠で

あるため、家族にも

目をむけるように

指導する 

 

５．療養者だけでな

く家族のもつ問題

の重要性について

気づかせる 

 

６．療養者、家族の

セルフケアを支え、

能力を高める働き

かけの重要性を理

解させる 

７．在宅看護と病院

の違いについて考

えさせる 

８．訪問前には、目

的を明確にさせ、必

要な物品について

確認させる。 

訪問時は、自宅にお

邪魔するため対象

者と家族への接遇

は十分な配慮が必

要であることを理

解させる 
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学習方法 

   項目                方法 

学内オリエンテーショ

ン 

１．在宅看護論実習目的、目標・内容・方法・記録・態度・注意事項・必要な 

  学習などについて説明を受ける 

２．訪問看護ステーション、看護の特徴について説明を受ける 

訪問看護ステーション

オリエンテーション 

１．施設の概要、設置主体・職員構成・設備・日課・週間予定・利用者概要 

 訪問看護・料金・他機関や県連職種との連携・担当医師との連携・訪問時の注

意点・訪問予定者の説明を受ける 

事前学習 １．訪問看護ステーション実習の目的、目標を踏まえて自己の学習課題を明確に

する 

２．在宅看護の機能と役割、保健、医療、福祉の連携、社会資源の活用、在宅に

関す 

る法律、慢性疾患の特徴、廃用症候群、家族看護、各ライフステージの特徴(発

達 

課題) などについて学習する 

３．対象・家族の発達課題、病態生理、医療処置、ケアサービスについて学習す

る 

実習の展開 １．初日にオリエンテーションを受け、指導者とともに訪問し、行動する 

２．受持ち療養者宅に訪問する際には、前日に訪問準備記録を記載し担当看護師

の指 

導を受ける 

３．療養者を受け持ち情報収集は行う、看護過程の展開はしないが訪問後、療養

者 

 家族についてアセスメントし問題を考え述べる 

４．アセスメント・問題抽出については実習中に指導者の助言を受ける 

５．１日 2～３件訪問同行するときは、訪問記録は 1 人にしぼり記録する 

６．行動計画は、毎日記入し実習内容を整理する(教員は基本同行しないため、実

習内容は具体的に記入すること) 翌日リーダーは学生全員の行動計画(評価

記録済分)を集め指導者に提出する(毎日) 

７．グループ内で訪問看護ステーションで学んだことを話し合い、情報共有する 

８．インシデント、アクシデントがあった場合、リスク感性を高めるためのグル

ープ内でカンファレンスを持ち振り返る 

まとめの会 １．実習最終日、在宅看護論実習での学びと今後の課題について発表し、他の学

生や指導者の意見を聞き、看護観を深める 

実習記録 １．所定の記録用紙を用いる 

①行動計画 ➁訪問看護記録 (受持ち療養者記録)4 日間の間に同じ療養者を訪

問時は、訪問看護記録の裏に記録をする 

最終日は評価表・各記録用紙・行動計画・まとめのテーマ を表紙・背表紙・黒

紐でまとめて実習指導者に提出 

  

評価 １．訪問看護ステーションの実習の評価は、指導者からの評価内容を参考とし、

教員が最終評価をする。 

 

 

 

 

 


